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大阪本苑だより 令和5年11月12日(1)

　
　
大
阪
本
苑
秋
季
大
祭
を
執
行

今
こ
そ
世
界
連
邦
実
現
へ

　
よ
う
や
く
暑
さ
が
ひ
と
段
落
し
た
曇
り
空
の

中
、
大
阪
本
苑
秋
季
大
祭
が
10
月
8
日
（
日
）

厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
。
祭
典
は
伶
人
入
殿
、
祭

員
入
殿
、
祓
式
行
事
、
斎
主
拝
礼
、
献
饌
と

進
み
、
斎
主
伊
藤
忠
茂
本
苑
長
に
よ
る
「
秋

季
大
祭
祝
詞
」「
世
界
平
安
安
全
祈
願
祝
詞
」

が
奏
上
さ
れ
た
。
玉
串
捧
奠
で
は
、
斎
主
、

宣
伝
使
代
表
、
分
所
支
部
代
表
等
が
敬
虔
に

さ
さ
げ
た
。
感
謝
祈
願
祝
詞
、
讃
美
歌
斉
唱
、

続
い
て
乙
姫
様
礼
拝
と
進
み
祭
員
・
伶
人
退

殿
。
神
門
明
子
参
事
に
よ
る
「
お
ほ
も
と
し

ん
ゆ
」
拝
読
の
後
、
二
絃
の
会
に
よ
る
八
雲

琴
演
奏
「
神
路
山
」
が
奉
納
さ
れ
た
。
続
い

て
本
苑
長
挨
拶
で
は
、『
本
日
は
皆
さ
ま
と
共

に
秋
の
大
祭
に
清
々
し
く
お
仕
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
日
Ｅ
Ｐ
Ａ
1
0
0
周
年

記
念
行
事
の
後
、
海
外
の
方
が
15
名
大
阪
本

苑
に
来
苑
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
少
し
き
ち
ん

と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
反
省
し
つ
つ
、
ス
イ
ス
・
モ
ン
ゴ
ル
・

韓
国
・
中
国
の
方
た
ち
と
と
も
に
お
好
み
焼

き
づ
く
り
の
交
流
会
を
実
施
し
、
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
き
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
13
年
前
に
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

会
館
で
世
界
連
邦
講
演
会
に
モ
ン
ゴ
ル
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
ご
家
族

で
来
苑
さ
れ
た
い
へ
ん
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た

。
詳
細
は
後
程
増
井
さ
え
子
さ
ん
よ
り
ご
報
告

頂
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
令
和
の
み
ろ
く
3

ヵ
年
の
初
年
度
で
す
が
、
早
い
も
の
で
今
年
も

終
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
総
括
と
し
て
、

来
月
月
次
祭
後
に
宣
・
信
徒
研
修
会
を
行
い

ま
す
。
瑞
生
大
祭
の
教
主
さ
ま
の
ご
挨
拶
を

受
け
て
今
何
が
出
来
る
の
か
、
何
を
す
る
の

か
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
後
、
世
界
連
邦
運

動
協
会
、
副
理
事
長
の
塩
浜
修
先
生
を
お
迎
え

し
、『
世
界
連
邦
を
本
当
に
つ
く
ろ
う
！
』
と

題
し
ま
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
一
般
の
方

も
対
象
に
し
て
お
り
、
皆
様
と
共
に
世
界
連
邦

に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
な
の

で
、
引
き
続
き
ご
参
加
・
ご
視
聴
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
苑
の
月

次
祭
も
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
少
し
づ
つ
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
来
月
も
多
く
の
皆
さ
ま
と
共
に

参
拝
で
き
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
世
界
各
地
で
起

こ
っ
て
お
り
ま
す
、
大
三
災
、
小
三
災
が
一
日

も
早
く
治
ま
り
ま
す
よ
う
に
日
々
神
言
を
奏
上

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
流
行
し
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注

意
い
た
だ
き
、
来
月
も
多
く
の
方
々
の
ご
参
拝

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。』
と
述
べ
た
。
そ

の
後
増
井
さ
え
子
先
生
に
よ
る
E
P
A
1
0
0

周
年
開
催
報
告
が
あ
り
、
直
会
の
後
、
世
界
連

邦
講
演
会
と
し
て
世
界
連
邦
運
動
協
会
副
理
事

長
の
塩
浜
修
先
生
に
よ
る
講
話
を
拝
聴
し
、
同

時
に
歓
ぎ
の
家
で
は
青
少
年
で
秋
の
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
ピ
ザ
作
り
が
行
わ
れ
、
講
演

会
終
了
後
、
分
所
支
部
長
会
議
が
あ
り
散
会

と
な
っ
た
。　

参
拝
者
1
5
8
人

「秋季大祭祝詞」奏上「秋季大祭祝詞」奏上

修祓修祓

献饌献饌

玉串捧奠（参拝者代表）玉串捧奠（参拝者代表）

「感謝祈願祝詞」斉唱「感謝祈願祝詞」斉唱

玄関祓玄関祓

世界連邦運動協会
塩浜修副理事長
世界連邦運動協会
塩浜修副理事長本苑長挨拶本苑長挨拶

EPA100 周年
開催報告
EPA100 周年
開催報告 講演される 塩浜修先生講演される 塩浜修先生

「おほもとしんゆ」
拝読
「おほもとしんゆ」
拝読 乙姫様礼拝乙姫様礼拝

二絃の会による奉納「神路山」二絃の会による奉納「神路山」
秋季大祭秋季大祭

世界連邦講演会世界連邦講演会
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11
月
5
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り
大
阪
本
苑

に
お
い
て
、
開
祖
大
祭
遥
拝
祭
が
池
田 

正
男 

祭
務
部
長 

斎
主
の
も
と
厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
。

参
拝
者
13
人

開
祖
大
祭
遥
拝
祭
報
告

　
芸
術
部
の
な
に
は
づ
短
歌
会
で
は
、

10
月
29
日
（
日
）
難
波
の
宮
に
て

吟
行
を
致
し
ま
し
た
。午
前
中
宮

跡
に
建
つ
大
阪
歴
史
博
物
館
を
参

観
し
、
午
後
か
ら
難
波
で
詠
ま
れ

た
万
葉
歌
を
学
び
、
難
波
の
宮
跡

を
散
策　

即
詠
会
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
12
人

な
に
は
づ
短
歌
会
吟
行
報
告

　

第
７４
回
全
国
支
社
冠
沓
句
大
会
は
、
11
月
5
日

の
開
祖
大
祭　

老
祥
殿
で
巻
開
き
が
開
催
さ
れ
た
。

大
阪
本
苑
な
に
は
づ
支
社
か
ら
19
名
が
投
稿
し
、

平
調
8
名
、佳
調
5
名
、秀
調
3
名
で
、

三
光
明
で
は
、

　

人　

島
村 

直
子

大
峠
越
え
る
力
は
真
善
美

　

地　

矢
野 

健

微
生
物
土
の
中
に
も
真
善
美

　

天　

中
口 

ツ
ギ
エ

大
胆
に
元
の
神
世
に
立
て
直
す

　
で
あ
っ
た
。尚
、
中
口
氏
の
冠
句
は
、
天
の
巻

で
軸
位
を
頂
か
れ
、
昨
年
の
増
井
氏
の
天
の
巻

の
天
位
に
つ
ぐ
快
挙
で
あ
る
。

第
７４
回
全
国
支
社
冠
沓
句
大
会
報
告

本
苑
祭
式
講
習
会
・

　
葬
祭
研
修
会
開
催
報
告

　

大
阪
本
苑
秋
の
祭
式
講
習
会
が
10
月
28
日

（
土
）29
日（
日
）の
両
日
開
催
さ
れ
た
。本
部
よ

り
出
口
拓
生
祭
祀
課
主
幹
を
お
招
き
し
、祭
式

7
名
・
葬
祭
10
名
・
係
員
6
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、

28
日
午
前
9
時
よ
り
伊
藤
香
次
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
初
日
は
基
本
動
作
か
ら
後
取
動
作
ま
で
を

行
い
、夕
拝
後
出
口
拓
生
先
生
に
よ
る
講
話

「
み
た
ま
ま
つ
り
に
つ
い
て
」を
拝
聴
し
た
。29

日
は
午
前
9
時
か
ら
別
館
で
祭
式
講
習
会
を

月
次
祭
ま
で
行
い
、並
行
し
て
ご
神
前
で
は
葬

祭
研
修
会
を
会
場
の
飾
り
つ
け
か
ら
実
践
形
式

の
リ
ハ
ー
サ
ル
ま
で
行
い
研
鑽
を
深
め
た
。こ

こ
最
近
本
苑
管
下
で
は
葬
祭
が
多
く
常
に
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
あ
り
、大
本
信
仰
の
継
承
と

重
要
な
対
外
宣
教
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
引
続
き

日
々
の
礼
拝
・
月
次
祭
の
厳
修
と
合
わ
せ
、後
継

者
育
成
の
た
め
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

秋
も
深
ま
り
朝
晩
肌
寒
く
感
じ
る
10
月
14

日
（
土
）
午
後
1
時
よ
り
斎
主
＝
岩
﨑
誠
子
、

祭
員
＝
増
井
さ
え
子
・
山
﨑
千
代
・
町
村
加

保
里
、
伶
人
＝
小
野
な
お
み
・
高
田
茂
子
各

氏
に
よ
り
清
々
し
く
執
り
行
わ
れ
た
。
末
廷

哲
子
・
吉
岡
陽
子
各
氏
は
、
つ
る
か
め
抄
『

教
育
編
』
を
拝
読
。
参
拝
者
は
40
人
。
前
田

純
一
特
命
派
遣
宣
伝
使
も
参
拝
さ
れ
祭
典
後

に
、
先
週
の
神
戸
本
苑
で
の
教
主
さ
ま
と
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
ご
面
会
」
で
の
素
晴
ら
し
い
「

大
和
合
」
の
お
話
、
霊
界
物
語
か
ら
二
度
目

の
天
の
岩
戸
開
き
の
講
話
を
拝
聴
し
た
。
水

田
千
寿
連
合
会
会
長
の
「
お
知
ら
せ
」
で
は

11
月
18
日
緑
寿
館
献
労
奉
仕
の
募
集
と
令
和

六
年
度
の
節
分
大
祭
瀬
織
津
姫
の
募
集
の
依

頼
が
あ
り
、
松
山
み
か
ん
狩
り
が
11
月
23
日

（
木
・
祝
）
に
変
更
と
な
っ
た
事
を
伝
え
、
最

後
に
、
初
め
て
本
苑
に
参
拝
さ
れ
る
方
た
ち

を
温
か
く
お
迎
え
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

さ
れ
た
。
直
会
の
梨
を
い
た
だ
き
「
基
本
宣

伝
歌
」
を
斉
唱
。
秋
の
一
日
を
本
苑
で
過
ご

し
散
会
と
な
っ
た
。

10
月
乙
姫
様
月
次
祭
執
行

　

育
成
部
主
催
の
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

１０
月
8
日（
日
）本
苑
秋
季
大
祭
後「
歓
ぎ
の

家
」に
集
合
し
、ピ
ザ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

粉
か
ら
材
料
を
混
ぜ
て
、生
地
を
作
り
、フ
ラ
イ

パ
ン
で
焼
き
チ
ー
ズ
等
を
盛
り
付
け
、も
う
一
度

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
て
完
成
。思
っ
た
よ
り
も
簡

単
に
お
い
し
く
出
来
ま
し
た
。皆
で
思
い
思
い

の
形
の
ピ
ザ
を
作
り
ま
し
た
。人
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
が
出
て
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
て

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。皆
様
お
疲
れ
様

で
し
た
。　
　

総
勢
２４
名

秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
報
告

　

第
1
4
2
回
な
に
は
づ
短
歌
会
は
、
10
月
7

日
（
土
）「
歓
ぎ
の
家
」
に
て
浅
田
弘
子
先
生
の

ご
指
導
の
下
開
催
。

参
加
者
24
名
、
詠
草
28
首　

出
席
者
10
名

【
10
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

中
野 

眞
由
美

モ
ン
ゴ
ル
の
人
ら
を
道
頓
堀
に
案
内

す
お
ぼ
つ
か
ぬ
エ
ス
語
話
し
つ
つ
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
増
井 

さ
え
子

E
P
A
の
歌
祭
歌
集
に
ロ
シ
ア
人
の

反
戦
詠
み
し
献
詠
歌
あ
り

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
の
前
日
の
土
曜
日

午
後
1
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

詠
草
は
本
苑
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
に
は
づ
短
歌
会
報
告

霊
界
物
語
全
国
一
斉
拝
読
会
報
告

　

去
る
10
月
18
日
（
水
）
午
後
7
時
30
分
よ

り
全
国
一
斉
霊
界
物
語
拝
読
を
執
り
行
わ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
大
阪
本
苑
の
物
語
拝
読
者

総
数
は
5
3
0
人
（
一
般
5
0
8
人
、
青
年

16
人
、
少
年
6
人
）
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　

大
阪
本
苑
青
年
部

祭式講習会祭式講習会

葬祭研修会葬祭研修会

表彰される中口ツギエ氏表彰される中口ツギエ氏 10 月 21 日10 月 21 日

　

松
山
ご
奉
仕
は
、第
1
、3
、5
土
曜
日
と
本

苑
月
次
祭
前
の
木
曜
日
の
午
前
9
時
に
大
阪

本
苑
か
ら
出
発
し
ま
す
。 

 

（
天
候
、そ
の
他
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

次
回
は
11
月
18
日（
土
）

来
月
は
12
月
3
日（
土
）

6
日（
木
）17
日（
土
）

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。   

　
　
　
大
阪
本
苑
誠
心
会

松
山
だ
よ
り

「乙姫様月次祭祝詞」奏上「乙姫様月次祭祝詞」奏上 「直心会会員 向上祈願祝詞」奏上「直心会会員 向上祈願祝詞」奏上

教書拝読教書拝読乙姫様月次祭乙姫様月次祭 前田純一特命派遣宣伝使前田純一特命派遣宣伝使
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宣
教
部
で
は
、
節
分
の
人
型
を
受
け
ら
れ
た

方
の
お
か
げ
話
を
本
苑
だ
よ
り
で
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ご
神
徳
を
分
か
ち
合
い
、
一
層

の
お
す
す
め
活
動
に
励
ま
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

文
章
の
長
短
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

本
苑
事
務
所
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
人
型
ご
神
徳
談
の
募
集

　
12
月
25
日
（
月
）
午
前
10
時
よ
り
大
阪
本
苑

に
於
い
て
尊
師
毎
年
祭
遥
拝
祭
を
執
行
い
た
し

ま
す
。
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
尊
師
毎
年
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　

今
年
も
節
分
人
型
お
す
す
め
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
国
祖
の
ご
再
現
を
寿
ぐ
と
共
に
、
全

世
界
の
大
難
を
小
難
に
み
救
い
頂
く
た
め
に
、

多
く
の
方
々
に
人
型
・
型
代
を
お
勧
め
致
し
ま

し
ょ
う
。

◎
全
国
人
型
活
動
推
進
祈
願
・
お
す
す
め
活
動
の
日

令
和
5
年
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

◎
全
国
人
型
お
す
す
め
活
動
の
日

令
和
5
年
12
月
10
日
（
日
）

令
和
6
年
1
月
8
日
（
月
・
祝
）

●
人
型
お
す
す
め
活
動
開
始

　

12
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
大
阪
本
苑

に
於
い
て
開
祖
様
聖
誕
祭
を
執
行
い
た
し
ま
す
。

ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
開
祖
聖
誕
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　
12
月
10
日
（
日
）
大
阪
本
苑
月
次
祭
終
了
後
、

神
籬
・
大
麻
作
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。新

調
さ
れ
、
清
々
し
い
新
年
を
迎
え
て
頂
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、事
務
所

ま
で
申
込
み
下
さ
い
。

●
神
籬
・
大
麻
作
成
講
習
会
ご
案
内

　
12
月
3
日
（
日
）
午
前
９
時
よ
り

本
苑
の
年
末
大
掃
除
を
行
い
ま
す
。

今
年
一
年
の
感
謝
を
こ
め
、
新
年
を
清
々

し
く
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
多
数
の
ご
奉
仕

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

昼
食
は
本
苑
で
用
意
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
大
阪
本
苑
年
末
大
掃
除

●
第
7
回
全
国
誠
心
会
長
会
議
・

　
第
17
回
誠
心
会
員
研
修
会

天
恩
郷
・
梅
松
苑
で
開
催
さ
れ
ま
す
。つ
き
ま

し
て
は
、
各
分
所
・
支
部
か
ら
誠
心
会
支
部
長

を
含
め
、
少
な
く
と
も
、
一
名
以
上
の
誠
心
会

員
（
50
才
以
上
の
男
性
信
徒
）
の
ご
参
加
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】11
月
25
日（
土
）13
時
〜
26
日（
日
）14
時

【
会
場
】亀
岡
市
天
恩
郷
、綾
部
市
梅
松
苑

【
集
合
】天
恩
郷（
万
祥
殿
）13
時

【
参
加
費
】
3
0
0
0
円
（
25
日
夕
食
・
宿
泊
、

26
日
朝
食
・
昼
食
・
資
料
代
・
懇
親
会
含
む
）

【
申
込
先
】大
阪
本
苑
誠
心
会

【
締
切
】11
月
13
日（
月
）

【
内
容
】
25
日
教
主
様
ご
面
会
（
万
祥
殿
）
記
念

撮
影
、
来
年
度
教
団
方
針
説
明
会
（
み
ろ
く
会

館
ホ
ー
ル
）、
愛
善
歌
練
習
、
本
部
役
員
紹
介
、

令
和
６
年
度
誠
心
会
活
動
方
針
、
各
機
関
か
ら

の
活
動
報
告
、懇
親
会

26
日
献
労
作
業（
天
王
平
樹
木
整
理
等
）

　
　
「
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
跡
地
」見
学
会

●
青
年
部
交
流
会
の
ご
案
内

　

青
年
部
交
流
会
に
つ
い
て
詳
細
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。事
前
に
ハ
ガ
キ

や
L
I
N
E
で
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
ミ
ス
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
は
抽
選
の
結
果
、予
約

が
取
れ
な
か
っ
た
た
め
、本
苑
に
て
B
B
Q
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

申
し
込
み
ま
だ
の
青
年
部
員
の
方
も
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
参
加
も
O
K
で
す
！

で
も
、事
前
に
連
絡
貰
え
る
と
助
か
り
ま
す
。

【
開
催
日
】11
月 

18
日（
土
）

【
内
容
】大
阪
本
苑
に
て
B
B
Q

【
集
合
時
間
】午
前
9
時
半 

ご
神
前

【
解
散
時
間
】午
後
5
時
頃 

大
阪
本
苑
で
解
散

【
参
加
費
】無
料（
大
阪
本
苑
負
担
）

【
持
ち
物
】特
に
な
し

※
B
B
Q
を
し
ま
す
の
で
長
袖
長
ズ
ボ
ン
な
ど

で
火
に
お
気
を
つ
け
て
お
越
し
く
だ
さ
い

【
申
込
連
絡
先
】青
年
部
長 

阿
部
比
呂
志
ま
で

a
h
i
r
o
s
h
i
2
6
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

ま
た
は
L
I
N
E
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】１１
月
２３
日（
木
・
祝
）

【
開
催
場
所
】和
歌
山
み
か
ん
山

【
集
合
時
間
】午
前
８
時
３０
分
集
合（
9
時
出
発
）

【
集
合
場
所
】大
阪
本
苑
集
合

【
持
ち
物
】弁
当
、飲
み
物
、レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

※
虫
さ
さ
れ
に
弱
い
方
は
長
そ
で
長
ズ
ボ
ン
が

　

望
ま
し
い
で
す
。※
車
は
相
乗
り
と
な
り
ま
す
。

【
締
切
り
】
１０
月
31
日
（
火
）
ご
希
望
の
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
み
か
ん
狩
り
の
ご
案
内

●「
令
和
5
年
生
き
が
い
公
開
講
座
」予
告

12
月 

芸
術
は
宗
教
の
母
な
り

　
　
　
〜
大
自
然
は
神
の
芸
術
で
あ
る
〜

　
　
　
神
門 

明
子
　
大
阪
本
苑
参
事

　
大
宇
宙
を
創
造
さ
れ
た
神
は
、大
芸
術
者
で

あ
る
。王
仁
三
郎
は
、森
羅
万
象
は
、い
ず
れ
も

神
の
芸
術
産
物
で
あ
り
、「
芸
術
は
宗
教
の
母

な
り
」と
説
い
た
。人
は
美
を
感
じ
、芸
術
を
通

し
て
本
体
の
神
の
心
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

る
。「
芸
術
と
宗
教
と
生
活
」の
一
致
に
よ
り
、心

豊
か
な
人
生
が
送
れ
る
。

●
毎
月
冠
沓
句
の
発
表
と
募
集

　

句
題
は
毎
月
次
祭
時
に
発
表
。

次
月
の
月
次
祭
時
に
入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

賞
品
あ
り
。用
紙
は
自
由
で
す
。（
F
A
X
可
）

分
所
、支
部・氏
名
を
お
書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
月
末
で
す
。沢
山
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

芸
術
部

【
10
月
の
冠
沓
句
】（
敬
称
略
）

冠
句 

し
っ
か
り
と・わ
き
あ
が
る・長
き
夜
の

沓
句 

虫
の
声　
　
　
　
　

集
句　

28
句

天 

位　
　

若
松
分
所
　
乾 

幸
太
郎

わ
き
あ
が
る
熱
い
思
い
の
運
動
会

 

◆ 

11
月
の
冠
沓
句
句
題 

◆

冠
句 

紅
葉
の
・
今
時
の
・
落
ち
つ
い
て

沓
句 

笑
っ
て
る

　

大
阪
本
苑
で
は
、毎
月
2
〜
3
回
土
曜
日
に

『
大
本
常
設
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

未
信
徒
・
家
庭
内
未
信
徒
の
お
誘
い
合
わ
せ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
午
前
10
時
よ
り
　『
身
の
上
相
談
』

○
午
後
2
時
よ
り
　『
生
き
が
い
講
座
』

○
午
後
3
時
半
よ
り『
み
手
代
お
取
次
』

※
一
部
の
参
加
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
参
加
費
無
料
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
予
定
日
】

11
月
18
日
・
11
月
25
日

12
月
2
日
・
12
月
16
日
・
12
月
23
日

●
大
本
生
き
が
い
常
設
講
座
ご
案
内

　

令
和
6
年
度
節
分
大
祭
に
ご
奉
仕
下
さ
る
方
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
左
記
の
各
部

ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

○
地
方
祭
員
（
祭
務
部
） 

○
松
明
係
（
青
松
会
）

○
瀬
織
津
姫
（
直
心
会
） 

○
下
足
係
（
総
務
部
）

○
青
年
奉
仕
団
（
青
年
部
）

※
詳
し
く
は
各
担
当
部
所
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
節
分
大
祭
ご
奉
仕
の
お
願
い



令和5年11月12日(4) 大阪本苑だより

●
み
手
代
お
取
次

○
11
月
月
次
祭　
　
　

塩
谷　

 

幸
人　

宣
伝
使

○
12
月
月
次
祭　
　
　

小
坂　

 

邦
雄　

宣
伝
使

○
1
月
月
次
祭　
　
　

那
須　

 

眞
太
郎
宣
伝
使

○
2
月
月
次
祭　
　
　

近
藤　

 

寿　
　

宣
伝
使

 

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

○
11
月
月
次
祭　
　
　

塩
谷　

 

幸
人　

宣
伝
使

○
12
月
月
次
祭　
　
　

小
坂　

 

邦
雄　

宣
伝
使

○
1
月
月
次
祭　
　
　

那
須　

 

眞
太
郎
宣
伝
使

○
2
月
月
次
祭　
　
　

近
藤　

 

寿　
　

宣
伝
使

○
3
月
月
次
祭　
　
　

野
口　

 

昌
則　

宣
伝
使

○
3
月
春
季
慰
霊
祭　

浅
田　

 

信　
　

宣
伝
使

 

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

●11月～12月 (一部)  行事予定
本苑月次祭・七五三
宣信徒研修会・分所支部長会議
文化教室【中止】
祭服クリーニング
大阪本苑書道部
謡「大本心謡会」
宣教部会【リモート】
常設講座「死んだらどうなるの？」
松山献労
分所支部月次祭
エス語講習会（初級文法）
お　茶
浄　書【中止】
全国人型活動推進祈願・おすすめ活動の日
常設講座「人は何のために生きているの」
乙姫様月次祭
参事会
謡「大本心謡会」

生きがい公開講座【配信】
運営委員会
常設講座「神と人との関係」
松山献労
本苑大掃除
総代会
エス語講習会（初級会話）
お　茶
松山献労
霊界物語拝読会【中止】
謡「大本心謡会」
松選別作業
短歌会
誠心会幹事会
メディア制作室配信準備
祭典リハーサル
本苑月次祭
（準備・掃除）花園・天満・玉川　
分所支部長会議・総代会
神籬・大麻作成講習会・人型おすすめ活動
文化教室（お茶、謡、着付け、エス語入門、役割拝読会）

AM

AM
PM
PM
PM

AM

PM
AM
PM

PM
PM
PM

PM
PM

AM
AM
PM
PM
AM
AM
PM
PM
AM
PM
PM
PM
PM
AM

10:00

11:00
1:00
2:30
7:30

9:00

1:00
10:00
2：00

１:00
7:00
2:30

7:00
7:00

9:00
9:00
2:00
1：00
10:00
9:00
2:00
2:30
10:00
1:00
1:30
3:00
7:30
10:00

11月12日(日)

14日(火)

16日(木)
17日(金)
18日(土)

19日(日)
21日(火)
22日(水)
23日(木)

25日(土)

2８日(火)
30日（木）

12月1日(金)

2日(土)

3日（日）

5日(火)
6日(水)
7日(木)

8日(金)
9日(土)

10日(日)

本
苑
所
蔵 

お
作
品
紹
介木ノ花桜灰釉水指

五代教主さま

「富士山」
三代教主さま

神
饌
物
献
納
御
礼

　

10
月
祭
典（
本
苑
・
乙
姫
様
）に
は
左
記
の
方
々

よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

○ 
北
陸
本
苑

　

○ 
岡
尾　

由
貴 

様　
（
玉　

川
）

　

○ 
和
歌
山 
松
山　

 

 

帰
幽
報
告 

（
令
和
5
年
10
月
）

　
　
　
　
田
上　
ト
ヨ
子　

毘
女　
（
堺
分
所
）

　
　
　
　
　

10
月
2
日 

帰
幽　

享
年　

86
歳

宣
伝
使　

吉
富　
　

幸
雄　

毘
古　
（
旭
分
所
）

　
　
　
　
　

10
月
12
日 

帰
幽　

享
年　

79
歳

つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症拡大の状況により変更になる可能性があります。

本
苑
日
誌（
10
月
）

マイ箸
マイボトル
マイバック
マイ祝詞・讃美歌

貧困に終止符を打ち、
地球を守り、環境を保護し、
全ての人が平和と豊かさを
享受することができるよう
「誰一人取り残さない」

SDGs

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、本

苑
の「
祝
詞
と
讃
美
歌
」の
使
用
を
し
ば
ら
く
中

止
し
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は「
マ
イ
祝
詞
・
マ
イ

讃
美
歌
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。」

【　

作　

】　

三
代
教
主
様

【
作
品
名
】　

12
ヶ
月
の
歌（
１１
月
）

　

陽
に
す
け
る
紅
葉
と
昃
る
も
み
ち
あ
る

　
　

時
雨
の
す
き
し
庭
を
み
て
を
り

【
サ
イ
ズ
】　

H
6
9
0
×
W
2
7
0

生
き
が
い
公
開
講
座【
配
信
】

エ
ス
語
講
習
会（
5
人
）

お　

茶（
8
人
）

松
山
献
労（
5
人
）

霊
界
物
語
拝
読
会【
中
止
】

謡「
大
本
心
謡
会
」（
3
人
リ
モ
ー
ト
2
人
））

エ
ス
語
同
好
会（
6
人
）

常
設
講
座

松
山
献
労（
3
人
）

短
歌
会（
10
人
）

誠
心
会
幹
事
会

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備

祭
典
リ
ハ
ー
サ
ル

本
苑
秋
季
大
祭（
1
5
8
人
）

秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
24
人
）

世
界
連
邦
講
演
会

分
所
支
部
長
会
議【
中
止
】

文
化
教
室【
中
止
】

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

大
阪
本
苑
書
道
部（
11
人
）

常
設
講
座

乙
姫
様
月
次
祭（
40
人
）

分
所
支
部
月
次
祭

エ
ス
語
講
習
会（
5
人
）

全
国
一
斉
霊
界
物
語
拝
読（
5
3
0
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」【
中
止
】

宣
教
部
会【
リ
モ
ー
ト
】

常
設
講
座【
中
止
】

松
山
献
労（
4
人
）

お　

茶（
8
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」【
中
止
】

参
事
会

常
設
講
座（
1
人
）

祭
式
講
習
会（
7
人
）

祭
式
講
習
会（
7
人
）

葬
祭
研
修
会（
10
人
）

運
営
委
員
会

1
日

3
日

4
日

5
日

6
日

7
日

8
日

10
日

14
日

15
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

31
日

大本大阪本苑大本大阪本苑

ホームページホームページ

人類愛善会大阪人類愛善会大阪

新
入
信
徒
ご
紹
介

(

敬
称
略)

武
内　
　

榮
久　
　
（
た
け
う
ち 

し
げ
ひ
さ
）

64
歳【
摂
津
分
所
】

二
井
谷　

真
樹
子　
（
に
い
た
に 

ま
き
こ
）

44
歳【
未
所
属
】


